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ご使用になる前に

本製品は、車両の走行映像を記録する補助装置です。本製品は、事故状況および走行映像確認の参考用として
のみ使用してください。本製品は、全てのインシデント映像を録画して保存できるわけではありません。使用
環境に応じて、衝撃感知センサーが作動しない程度の微小な衝撃や、バッテリー電圧誤差を誘発しうる強い衝
撃を伴う事故映像は、正しく記録されない場合があります。

本製品の起動中は録画映像が保存されません。録画映像の損失を防ぐには、本製品の電源を入れて起動が完了
するまで待ってから運行を開始してください。

THINKWAREは、事故によるいかなる損失に対しても責任を負いません。また、事故の結果に関していかなる
サポ ートも責任も負いません。

リモートドアロックデバイス、ECU設定、TPMS設定などの車両の構成や動作条件によっては、一部の製品機
能がサポートされない場合があり、ファームウェアのバージョンが異なると、製品のパフォーマンスや機能に
影響を与えることがあります。

本ユーザーガイドに記載された情報は、メーカーのサービス方針の変更に伴い、変更される場合があります。
情報が変更された場合は、THINKWARE公式ウェブサイト(www.thinkware.co.jp)にて別途案内されます。本ユ
ーザーガイドは、THINKWARE QN100モデル専用であり、技術的な誤り、記載ミス、または情報の欠落を含む
可能性があります。

本ユーザーガイドのコンテンツおよび地図に関するすべての権利は、THINKWAREによって保持され、著作権
法に基づいて保護されます。THINKWAREの書面による同意なく、本ユーザーガイドを無断で複製、改訂、出
版または配布した場合は、著作権法などにより、刑事罰の対象となります。

一部の地域では、車内での音声録音が禁止されている場合や、録音する前に同乗者全員の同意が必要な場合が
あります。録音を行う際は、各地域の法律および規制を確認し、従ってください。
本製品は、映像録画中に内蔵マイクを使用して音声を録音できます。音声録音は初期設定ではオンになってい
ます。音声録音のオン/オフはマニュアルをご参照のうえ、いつでも切り替えが可能です。

THINKWARE QN100は、THINKWAREの登録商標です。
本ユーザーガイドに記載されているその他の製品ロゴおよびサービス名は、関連する企業の商標です。

本製品について

ユーザーガイドについて

著作権について

商標登録について

音声録音のオン/オフ切り替えについて
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安全上のご注意

本ユーザーガイドの安全に関する記号

「警告」 - 死亡や重傷を負うおそれがあることを示しています。

「注意」 - 軽傷や物的損害が生ずるおそれがあることを示しています。

「参考」 - 本製品の機能を活用するのに役立つ有益な情報を提供しています。

正しく使用するための安全性に関する情報

自動車を運転中に本製品を操作しないでください。運転中の操作は事故の原因となり、負傷や死亡につながるお
それがあります。
運転手の視野を妨げない場所に本製品を設置してください。運転手の視野を妨げることは事故の原因となり、負傷や死
亡につながるおそれがあります。フロントガラスに本製品を取り付ける前に、法律や地方条例を確認してください。

アクセサリーはTHINKWAREまたはTHINKWARE認定ディーラーの純正品のみを使用してください。 
THINKWAREは、他社製品のアクセサリーとの互換性や通常動作を保証しません。
電源ケーブルを本製品に接続するときは、プラグを本製品の差込口にしっかりと接続してください。接続がゆ
るいと、自動車の振動により電源ケーブルが外れることがあります。電源ケーブルが接続されていないと使用
できません。

濡れた手で電源ケーブルを操作したり、取り扱ったりしないでください。感電のおそれがあります。
損傷した電源ケーブルを使用しないでください。電気火災や感電のおそれがあります。
電源ケーブルはあらゆる熱源から離しておいてください。電源コードの断熱材が溶けて、電気火災や感電のおそ
れがあります。
電源ケーブルは適切な場所にしっかりと接続してください。電気火災や感電のおそれがあります。
電源ケーブルを改造したり、切断したりしないでください。また、電源ケーブルの上に重い物を置いたり、過
度に力を加えて電源ケーブルを引っ張ったり、差し込んだり、曲げたりしないでください。電気火災や感電の
おそれがあります。

ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、本製品を正しくお使いください。

運転と製品の操作

電源

・
・
・

・
・

・

・

・

・



5

本製品に関するその他の情報

本製品は、小さなお子様やペットの手の届かない場所に設置してください。本製品が破損した場合、事故や怪我
の原因となるおそれがあります。

本製品を直射日光などの強い光にさらさないでください。レンズや内部回路が故障するおそれがあります。
製品を直射日光や強い光にさらさないでください。レンズまたは内部回路が故障する可能性があります。
本製品は、‒10 ～ 60°の温度で使用し、‒20 ～ 70°の温度で保管してください。指定温度の範囲外で使用、ま
たは保管した場合、本製品が設計通りに機能せず、物理的に致命的な損傷につながるおそれがあります。こうし
た損傷は保証の対象外です。
本製品の設置位置が適切かどうかを頻繁に確認してください。路面の起伏によって、走行中に設置位置がずれる
ことがあります。その際は、本ユーザーガイドに従って設置し直してください。
本製品のボタンを押す際は、過度な力を加えないでください。ボタンが損傷するおそれがあります。
本製品の清掃に化学的な洗浄剤や溶剤を使用しないでください。本製品のプラスチック部品が損傷するおそれが
あります。柔らかくてキレイな乾いた布で本製品を拭いてください。
本製品を分解したり、衝撃を与えたりしないでください。本製品が損傷するおそれがあります。許可なく本製品
を分解した場合、本製品は保証の対象外になります。
お取り扱いにご注意ください。本製品を落としたり、誤った取り扱いをしたり、衝撃を与えた場合、損傷や動作
不良のおそれがあります。
本製品に異物を入れないでください。本製品が破損するおそれがあります。
過度な湿度を避け、本製品に水が入らないようにしてください。湿度や水にさらされると、本製品内部の電子部
品が故障するおそれがあります。

車両のメーカーおよび車種によっては、エンジンが切れていても電力がドライブレコーダーに供給され続ける場
合があります。電力が供給され続けている12Vのシガーソケットに本製品を取り付けた場合、車両のバッテリー
消耗につながることがあります。
本製品は、自動車の運転中に映像を記録するように設計されています。映像の画質は、時間帯、街灯の有無、ト
ンネルへの出入り、外気温などの気象条件や道路条件に影響されることがあります。
録画された映像が操作中に失われた場合でも、THINKWAREは一切責任を負いません。
本製品は、強い衝撃を伴う車の衝突に耐えられるように設計されていますが、事故により損傷した場合でも
THINKWAREは事故の録画を保証しません。
最適な画質で録画するために、フロントガラスとカメラレンズに汚れが付着したら拭き取ってください。汚れが
付着していると、画質が低下する場合があります。
本製品は、車内で使用することを目的としています。

小さなお子様やペット

製品の管理と操作

・
・
・

・

・
・

・

・

・
・

・

・

・
・

・

・
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ACC
BATTERYGND

標準付属品は予告なく変更される場合があります。
フロントガラスにUVカット加工や熱線が施されている場合、GPSの受信に影響を与える可能性があります。

ドライブレコーダー
（本体）

GPS内蔵マウント

後方カメラ

常時電源ケーブル

microSDメモリーカード
（消耗品）

保証規定およびQRコードガイド

後方カメラ接続ケーブル

接着式ケーブルホルダー

シガーソケット電源ケーブル

ご使用いただく前に、以下の同梱物が揃っていることをご確認ください。

(別売品)

1. 製品概要
1.1 同梱物

・
・
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iPhone(iOS)の場合
接続後、「ファイル」アプリを開き、「NO NAME」と表示されるストレージを選択
すると、各フォルダの録画映像を確認できます。フォルダ名および保存場所について
は、19ページ「3.3 ステータスLEDとファイルの保存場所」を参照してください。

USB Type-Cポートに充電ケーブルを接続しないでください。
USB Type-Cポートを使用するには純正のデータ転送用ケーブ
ルを使用してください。本製品とiOS端末を接続する際はOTG
変換アダプター／ケーブルを使用してください。
Lightningコネクタを搭載したiPhoneと接続する場合は、
Lightning - USB 3カメラアダプタが必要です。
iOSおよび一部の機器はPCM音声コーデックをサポートせず、
音声は再生できません。

・
・

・

・



20 cm
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製品のマウントレールにマウントを合わせ、「カチッ」と音が
するまでスライドさせます(　  )。その後、保護フィルムをは
がします(  　)。

粘着式マウントの保護フィルムをはがし、取り付け位置にし
っかり押し付けて固定します。

製品を一度マウントから取り外し、マウントがフロントガラ
スに確実に固定されていることを確認するため、再度押し付
けてください。

取り付け位置を決めたら、フロントガラスのその位置を乾いた布で拭いてください。

1

2

1

3

4
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製品をマウントに合わせ、「カチッ」と音がするまで
スライドさせてロック位置に固定します。

カメラの垂直角度を適切に調整してください。

内蔵GPSマウントを製品のGPSコネクタに接続します。

設置完了後にも再度角度調整が必要なため、固定ネジ
はまだ完全に締めないでください。

製品がマウントにしっかり固定されていないと、走行中に落下して破損するおそれがあります。
取り付け位置を変更するためにマウントをフロントガラスから取り外す際は、フィルムコートを傷つけな
いようご注意ください。

内蔵GPSマウントを接続することで、ADAS※機能
や走行情報(速度・位置)の記録が可能になります。

GPSマウントを接続する前に、コネクタの位置を
再度ご確認ください。内蔵GPSマウントをDC-IN
電源コネクタに接続すると、端子が破損するおそ
れがあります。

※ADAS：Advanced Driver Assistance System(先進運転支援システム)

5

6

7

・
・



ACC
BATTERYGND

車両の電源およびエンジンが切れた状態で、常時電源ケーブルまたはシガーライターケーブル(別売り)を製品
に接続してください。

常時電源ケーブルを接続すると、車両のエンジンをオフに
した状態でもドライブレコーダーが継続して作動します(
駐車モード)。駐車モードでは、車両への衝撃や周辺の動
体を検知して映像を記録します。

駐車モードの詳細については、「3.6 駐車モード」 を参照
してください。

ACC線(赤色)は、車両のキースイッチがACC位置で電圧12V、OFF位置で0Vになる配線に接続します。
ACCがOFFの場合に0Vにならない車両やACCが無い車両は、イグニッション配線へ接続してください。

BATTERY線(黄色)は、車両のキースイッチがOFFでも12V電圧を供給している配線に接続します。

常時電源ケーブルを車両に接続する際は、必ず専門の技術者が行ってください。製品が正しく取り付けられて
いない場合、製品の故障や火災または感電事故が起こるおそれがあります。
必ずTHINKWARE純正の電源ケーブルを使用してください。他社製品を使用すると、電圧の違いにより製品
の故障や火災または感電事故が起こるおそれがあります。
常時電源ケーブルを接続する際は、配線に十分ご注意ください。配線が正しくない場合、製品または車両が破
損するおそれがあります。
電源ケーブルを接続する際は、車両内の無線機器とケーブルの間を離して設置してください。
常時電源ケーブルを接続して駐車録画機能を使用する場合、使用環境およびバッテリーの状態などに応じて車
両のバッテリーが上がるおそれがあります。冬の時期やバッテリーの交換時期が経過している場合は、設定の
録画機能設定で録画終了電圧を約12.2V以上(12V車を基準)に設定して使用してください。

2.1.3 電源ケーブルの接続

1

2

製品の取り付け

常時電源ケーブルの接続

・

・

・

・
・
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GND

1/8 1/4

アース線(GND線)を車体金属部に取り付けられている
ボルトに接続します。

常時電源ケーブルを製品のDC-IN電源コネクタに接続
し、エンジンを始動して製品が正常に作動するか確認
してください。

製品の電源が入ると、音声ガイダンスとともにステータ
スLEDが点灯し、ライブビュー画面が表示されます。

液晶画面から現在の撮影角度を確認してください。

左の図のように、車両のボンネットが1/4～1/8程度を
占めるように撮影角度を調整してください。

通常、アース線(GND線)を接続する金属製ボルトは、ヒューズボックス付近や運転席のドアの内側に取り
付けられています。

3

4

5

6

製品の取り付け

14
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2

1

純正のTHINKWAREシガーソケット電源ケーブルをご使用ください。他社製のケーブルを使用すると、
電圧の違いにより、製品の故障や火災・感電の原因になることがあります。
電源ケーブルを自分で切断または改造しないでください。製品や車両が損傷するおそれがあります。
安全運転のために、ケーブルが視界を妨げたり運転の妨げにならないよう配線してください。

電源ソケットの位置や仕様は、車両のメーカーや
モデルによって異なる場合があります。

マウントのネジを固く締めてください。

シガーソケット電源ケーブルを製品のDC-IN電源ポート
に接続し、シガープラグを車両の電源ソケットに差し込
みます。

ACCをオンにするかエンジンを始動し、製品の電源が入っているか確認します。電源が入ると、ステータ
スLEDと音声ガイダンスが起動します。

製品の取り付け

7

1

2

シガーソケット電源ケーブルの接続

・

・
・
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1/8 1/4

左の図のように車両のボンネットが1/4～1/8程度を占
めるように撮影角度を調整してください。

次の手順に従って、後方カメラを正しく取り付けてください。

マウントのネジを固く締めてください。

リアガラスの熱線を避け、全体を撮影できる位置を選
んでください。

後部座席にカーテンが設置されている車両の場合
は、カーテンの開閉を妨げない位置を選んでくだ
さい。

製品の取り付け

3

4

2.2.1 取り付け位置の選定

2.2 後方カメラの取り付け
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THINKWARE

THINKWARE

製品を逆向きに固定すると、後方映像が上下反転
して録画されてしまいます。

後方カメラを車両に取り付ける前に、取り付け位置をよく確認してください。マウントの接着力が非常に
強力なため、リアガラスに一度貼り付けると、取り外しや取り付け位置の変更が困難になります。

次の手順に従って、取り付け位置に製品を固定してください。

取り付け位置を決めたら、乾いた布などで接着面を拭いてください。

マウントとカメラレンズの保護フィルムをはがします。

THINKWAREのロゴが車内を向くように貼り付け、接
着面をしっかり押し付けて固定してください。

カメラの上下の撮影角度を調整してください。

2.2.2 後方カメラの取り付け

製品の取り付け

3

4

2

1
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THINKWARE

安全運転のため、ケーブルがドライバーの視界
を遮らないようにしてください。

後方カメラケーブルの一方のコネクタを、ドライブレ
コーダー上部のV-INコネクタに接続してください。

本製品の電源を切り、後方カメラケーブルをドライブレコーダー(本体)に接続します。

後方カメラケーブルのもう一方のコネクタを、後方カ
メラケーブルの連結端子に接続してください。

アクセサリー電源をオンにするかエンジンを始動して、製品の電源が入っているか確認します。製品の電
源が入ると、音声ガイダンスとともにステータスLEDが点灯し、ライブビュー画面が表示されます。

液晶画面から現在の撮影角度を確認し、必要に応じて調整します。

2.2.3 後方カメラケーブルの接続

製品の取り付け

3

4

2

1
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手動で製品の電源をオンにするには、製品側面のスイッチを押してください。
必ず製品が完全に起動してから操作してください。製品の起動中は録画映像は保存されません。

アクセサリー電源をオン、またはエンジンを始動すると、本製品の電源が自動的に入り、連続録画が開始されます。

3. 録画機能の使用
3.1 製品の電源をオン/オフにする

・
・
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現在の録画状態を表示します。

機能案内および製品情報を
表示します。 
（「6. ヘルプを使用する」を参
照してください） 

ライブビュー画面に 
移動します。

外付けGPSを取り付けている場合、 
GPS接続アイコンが表示されます。

現在日時と天気を表示します。

音量設定を表示します。

録画映像および再生リストを
表示します。 
（「3.9 録画映像を確認する」
を参照してください）

機能および環境設定を 
表示します。 

（「5. 環境設定」を参照 
してください）

22



現在の録画状態を表示します。

機能案内および製品情報を
表示します。 
（「6. ヘルプを使用する」を参
照してください） 

ライブビュー画面に 
移動します。

外付けGPSを取り付けている場合、 
GPS接続アイコンが表示されます。

現在日時と天気を表示します。

音量設定を表示します。

録画映像および再生リストを
表示します。 
（「3.9 録画映像を確認する」
を参照してください）

機能および環境設定を 
表示します。 

（「5. 環境設定」を参照 
してください）
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画面を上下にスクロ
ールして動画を検索し
ます。

録画リストに 
移動します。

保存した録画リストが
表示されます。

ホーム画面に移動し
ます。

保存フォルダに移動す
る動画を選択するポッ
プアップウィンドウを表
示します。
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REC_20220701_102530_F.MP4
REC_20220701_102530_R.MP4

録画リストに 
移動します。

後方カメラ撮影映像
に切り替えます。

現在再生中の動画を3倍 
拡大して表示します。

映像が再生されるエリアで
す。画面をタップして操作ボ
タンを表示／非表示します。

動画の音声を 
オン／オフにします。

現在再生中の動画を保存
フォルダに移動します。

前のファイルを
再生します。

映像を再生、一時停止します。

次のファイルを
再生します。

再生バーを 
表示します。
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車線を逸脱したガイド線が赤色に変わります。
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1次前方衝突警報：前方衝突の危険を感知した際に表示
されます。

2次前方衝突警報：前方衝突の危険を感知した後、前方車
両との間隔がさらに縮まった際に表示されます。
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1次前方衝突警報：前方衝突の危険を感知した際に
表示されます。

2次前方衝突警報：前方衝突の危険を感知した後、前方
車両との間隔がさらに縮まった際に表示されます。

前方車両が発進して4秒経過するとお知らせが表示されます。
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選択した録画フォル
ダの映像全体（前方/
後方）の一覧を表示

します。

選択した録画フォルダの前方カメ
ラ映像ファイル一覧を表示します。

録画フォルダ（常時録画/常時衝撃/駐車録画/駐
車衝撃/手動録画）を選択できます。

選択した録画フォルダの後
方カメラ映像ファイル一覧
を表示します。

選択した録画フォルダの映
像ファイル一覧を表示しま
す。
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